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研究要旨

ドイ ツ の職 業 性接 触 皮膚 炎(Occ"pationalC。ntactDermatitis:OCD)の 保 障 システ ム

と予 防対 策 は包 括 的 で充 実 してい る。そ の一次 予 防 と して の感 作 性物 質 リス ト(MAKandBAT

Values2009)は 実践 的 で1本 邦 の赫 しい感作 性 物質 リス トの向上 に あた って 、参 考 とす る

もので あ るが 、 その 背景 とな る ドイ ツ独 自の保 障 システ ム とそ の 予防 プ ログ ラム を学ぶ こ

とで1さ らに理 解 を深 め るこ とが で きた。

A.研 究 目的

本 邦 にお け る感 作性 物 質 リス トの今 後 の

向上 の ため 、 ドイ ツに4ヶ 所 あ るOCDの3

次予 防 プ ログ ラム拠 点 のひ とっ を訪 れ 、 ド

イ ツの保 障 シス テ ム と予 防対 策 につ いて調

査 し1交 流す る こ とを 目的 と した。

B.研 究 方法

平成22年8月21日 ～29日 の ドイ ツ ・オ

ランダ{FTJの 期 間 中、22、23i三1にProf.Dr.

T,L,DiepgenUniversityHeidelberg,Dept.

ofSocial短edicine,Occupationaland

EnVirOnmentalDermatOIOgyを 訪 聞 し、 ド

イ ツの保 障 シス テ ム とくに予 防対策 につ い

て説 明 を受 け、 ドイ ツ と 日本 の感 作 性 物質

クライ テ リア な どにっい て討論 を行 った。

C.研 究 結果

ドイ ツの職 業病 分類 を表1に 示 す。Skin

diseasesは 、1930年 代 に確 立 されrそ の

後改 変 され た。皮膚科 医 も しくは産業 医 が、

OCDと して 疑 った 時点 でnotifiedcaseと

して、保 健組合 に報 告 され、 そ の保 障 シス

テ ムの なか で、従 来 の医 療保 険 よ り薪 い質

の加 療 と休 業 補償 を受 け る(図1)。 また 、

… 部 の業種 の組 合 で行 われ てい る2次 予 防

セ ミナ ー に参加 で き る。 さらに、難 治 の も

のが、3週 間のセ ンター での集 中的 な加 療

と1そ の後 の3週 間の 患者 の居住 す る

地 域 での継続 加 療 の計6遍 問か らな る3次

予 防 プ ログ ラム に移 行す る。 当セ ン ター で

はr年 問約150名 の患者 を受 け入れ てお り、

心理学 、教 育学 な ど多分 野 の専 門家 も関わ

るEU諸 国 にお いて も先 駆的 で 、ユ ニー クな

もの で ある(表2)。3次 予 防プ ログ ラム終

了後 、や は り快 適就 業 が不 可能 で あ った患

者 は 、registeredcaseと して1(1)配 置転

換 〔2)再 教 育(3)感 作性物 質 と症 状 の重

篤 さに基づ い て算 出 され るMdE

(diminutionofworkingability)に よ る

年 金 の いずれ かの保 障 を受 け る こ とに な る。

配 置転 換 で生 じた収 入 の不 足分 も保 証 され

る。

Prof.Diepgenは 、感 作性 物 質 のMAKsub

。ommitteememberで あ る と ともに、東西 ド

イ ツ統 一 の頃 、 ドイ ツ労働 省 が 設立 した委

員 会 〔廊etaskforcefor"Sensitizingand

irritantworkiれgsubstances``:a



subcom旧itteeoftheAusschU畠fUr

GefahrstOffe(committeefarha呂ardous

substances}〕 の議長 で 、そ の委 員 会で種 々

の感 作性 物質 の規 制 がな され た。た とえ ば、

パ ウダー つ き ラテ ックス手袋 は禁.止され 、

ラテ ックス手 袋 の溶 鳩可能 な蛋 白の含 有 簸

は、30μg/g以 下 とされ て い る。 ま た、Ψet

workをOCDの リス クのひ とつ と して規 制 が

行 われ てい る。

そσ)他、rxyで 現在 行 われ てい る手湿 疹

の疫 学'調査1ヨ ー ロ ッパ にお け る香 料 の感

作 率 の疫 学調 査 な どの概 要 の説 明 を受 け た。

D.考 察

本邦 で も10CDが 職 業性皮 膚 障 害 のか な

りの 多 くの 部分 を 占めて い るこ とは 、周 知

の事 実 で あ るが 、 労 災保 険 の適 応 をほ とん
ノ

ど受 けていず、業務上疾病 として保 障 され

る例 はきわめて稀である。 ドイツの保障 と

予防 システムはBCDの 特性 を医学的根拠 に

基づいて理解 し構 築 されてい る優れたシス

テムであ ると考 える。感作性物質 リス トと

ともに、今後 も継続 して理解 を深 めてい く

ことは、本邦のOCD対 策にたいへん有意義

で あ る。
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表10¢cupatio皿aldiseasesi職Germany(1ast闘p-da{eJune2009)

No.

1

2

3

4

S

6

Diseases

Diseasescausedbychemicalagents

Diseasescausedbyphysicalimpact

Diseasescausedbyinfectiousagentsorparasitesincludingtropicaldiseases

Diseasesoftherespiratorytract,lungs,pleuraandperitoneum

Skindiseases

5141Severearrecut・t・entskindiseaseswhichhaveforcedthepersontodiscontinueallactivities

thatcausedorcouldcausethedevelopment,worsening　 rrecurrenceofthedisease

5102Skincancerorsk董nalterationsshowingacanccroustendencycausedbysoot,rawparaffin,

tar,anthracene,pitchorsimilarsubstances

Diseasescausedbyotherf奇ctors



図1NotifcationofUccupativ皿SkinDiseases(OSD)inGerm謎ny
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表2Weeklyplanfbrter{iarypreventionofoccup爲 重io皿歌1contactderm田titis藍hHeidelberg

UniversityHospital

Tuesda

8:15

Roundsand

treatment

10:4SwX2.15

generalgloves

counseling

Ergonomic

practice

13:45-15:15

Skinprotection

semmar

19:4Q

Treatment

through

patie且ts

themselves

Wednesda

$:15

Roundsand

treatment

11:4-12:DD

Individual

910ves
counseling

14:00-15:30

Skinand

psyc氣0109董ca正

aspect

19:00

Treatment

through

pafzents
themselves

Thursda

8:15

Roundsand

treatment

11:00-12:00

Skinand

eating

behavior:

basicnutrients

andfood

alter

14:00-15:30

Health

Psychology

19:00

Tz・eatment

through

patler正ts

themselves

Monda

8:15

Roundsand

treatment

11:00-12:0⑪

Doctor,s

lecture

玉4:00-15:30

Health

Psychology

19:00

Treatment

through

pat葺ents

themselves

Frida

S:15

Roundsand

treatment

10:30:12:00

insurance

organ工zat直on

counseling

(。ompensation,

helpand

serv三ce

i4:0016:0a

city

infbrmati⑪n

uide

19:0D

Treatment

through

pat重ents

themselves

Saturda

x:15

Roundsand

treatment

19:00

Treatment

through

patients
themselves


